


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３４）（１）平 田 俊 雄「沖 縄 の 主 要 産 業“観 光”」，守 礼 の 光
１２１，１９６９，６９頁。（２）前掲１８（２）参照。
３５）琉球政府通商産業局編『観光統計要覧―１９６９年版』，琉球政府商
工部観光課，１９７０。
３６）内畑弘「沖縄に思う―基地もまた観光資源である」，今日の琉球
６（５），１９６２，８９頁。
３７）前掲２８）参照。
３８）「琉球の観光事業の将来（中）―米国商務省の報告から」，今日
の琉球６（６），１９６２，２３２５頁。
３９）「これからの沖縄の観光―沖縄日誠総業　斉藤暢宏氏に聞く」，
沖縄春秋４，１９７２，６４７４頁。
４０）「琉球の観光事業の将来（下）―米国商務省の報告から」，今日
の琉球６（７），１９６２，２５２７頁。
４１）前掲２６）参照。
４２）前掲１８）（２）参照。以下の千家の言及は，すべて本書からの
引用である。
４３）池宮城秀意『沖縄事情―観光旅行案内』，琉球新報社福岡支局，
１９６１。
４４）前掲３６）参照。
４５）前掲３１）参照。
４６）岩波書店編集部編『沖縄―新風土記』，岩波書店，１９５８。
４７）	

	
	１９５５
	
１９５５
４８）	
		
	


１９７５
４９）前掲２４）参照。
５０）	

	

	

	
		
	
	
１９５９
５１）前掲３１）参照。
５２）前掲２６）参照。
５３）前掲３１）参照。
５４）小波津達雄「国際観光地として脚光を浴びる琉球―第一回沖縄
観光セミナーをかえりみて」，今日の琉球９（７），１９６５，３６頁。
５５）前掲４３）参照。
５６）前掲２３）参照。
５７）前掲２３）参照。
５８）琉球政府通商産業局商工部観光課編『観光開発審議会関係』，琉
球政府通商産業局商工部観光課，１９７２。
５９）前掲３５）参照。
６０）前掲５６）参照。
６１）前掲３５）参照。
６２）前掲１９）参照。
６３）渡名喜守定「有望な沖縄の観光開発―世界で二番目の海中展望
塔」，今日の琉球１３（８），１９６９，３５頁。
　　その他，実現しなかった計画としては，国際級ホテルの建設，
カジノやドッグレースといった娯楽機関の設置，首里指令部壕の
整備や工芸家の村，国民休暇村，沖縄文化村の設立があった。カ
ジノやドッグレースについては，賭博行為にあたることから，法
制化が必要とされたが，実現に至らなかった。その他のものにつ
いては，資金の問題から，本土復帰までに実現することができな
かった。沖縄文化村の問題については，後のⅣ章２節で詳述す
る。（１）琉球政府通商産業局商工部観光課編『沖縄観光開発事
業団，予算，事業計画，ならびに資金計画及び決算書に関する書
類　１９６９年度　１』，琉球政府通商産業局商工部観光課，１９７０。
（２）琉球政府通商産業局商工部観光課編『沖縄観光開発事業団
に関する書類１９７１年』，琉球政府通商産業局商工部観光課，１９７２。
６４）前掲６３）参照。
６５）前掲３４）（１）参照。
６６）前掲３４）（１）参照。
６７）（１）小波津達雄「観光沖縄―海中公園と観光」，今日の琉球１１
（５），１９６７，６７頁。（２）「沖縄海中公園調査報告―世界的な
沖縄の海中景観」，琉球のあゆみ１０（８），１９６７，１９２３頁。その
他に，石垣島と西表島一帯のサンゴ礁地域が挙げられており，田
村達はこちらを最も優れた海中公園が出来る地域としていた。し
かしながら，観光開発との兼ね合いから，第二番目の候補として
掲げられた沖縄本島の恩納海岸（部瀬名岬から残波岬まで）の範
囲内に海中公園が建設されたのだと考えられる。また石垣島と西
表島一帯についても，第二番目の海中公園計画があるとされてい
たが（沖縄経済振興懇談会編『第５回　沖縄経済振興懇談会議事
録』，沖縄経済振興懇談会，１９７０。），実現には至っていない。
６８）前掲２３）参照。
６９）前掲２３）参照。
７０）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局編『沖縄国際海洋博覧会の推
進経過―会場誘致から開催決定まで』，沖縄県沖縄国際海洋博覧
会協力局，１９７２。
７１）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局総務課編『沖縄国際海洋博覧
会基本構想関係昭和４６年度』，沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局
総務課，１９７１。
７２）前掲７０）参照。
７３）通商産業省産業政策局『沖縄国際海洋博覧会の記録』，通商産業
省，１９７６。
７４）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局総務課編『海洋博会場用地選
定委員会　議事録第１回～第４回』，沖縄県沖縄国際海洋博覧会
協力局総務課，１９７２。
７５）（１）琉球政府企画局企画部編『長期経済開発計画』，琉球政府
企画局企画部，１９７０。（２）前掲７１）参照。
７６）前掲７４）参照。
 
	
 
７７）沖縄県企画開発部企画調整室編『沖縄振興開発計画』，沖縄開発
庁，１９７２。
７８）前掲５６）参照。
７９）（１）沖縄国際海洋博覧会協会編『海洋博―沖縄国際海洋博覧
会の概要』，沖縄国際海洋博覧会協会，１９７３。（２）金城慎徳ほか
編『（財）沖縄県リゾート開発公社のあゆみ』，沖縄県リゾート開
発公社，１９８０。
８０）前掲７９）（１）参照。
８１）前掲１）参照。
８２）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局編『海洋博の動き　第９号』，
沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局，１９７４。
８３）前掲５６）参照。
８４）電通編『沖縄国際海洋博覧会公式記録―総合編』，沖縄国際海洋
博覧会協会，１９７６。
８５）喜友名朝夫「ルポ・海洋博前夜―その狂騒曲」，青い海
４４，１９７５，８２９０頁。
８６）前掲８４）参照。
８７）海洋博覧会記念公園管理財団編『海洋博覧会記念公園管理財団
２０年史』，海洋博覧会記念公園管理財団，１９９７。
８８）下地寛信「やぶにらみ沖縄経済論」，青い海１２，１９７２，４７５１頁。
８９）沖縄経営者協会編『沖縄国際海洋博をめぐる諸問題について―
見解と提言』，沖縄経営者協会，１９７３。
９０）新崎盛輝『沖縄・世替わりの渦の中で』，毎日新聞社，１９７８。
９１）西井一夫・大須賀興屹「観光と基地の谷間の中で…」，毎日グラ
フ１１７４，１９７２，３１０頁。
９２）前掲７０）参照。
９３）古田昭作「海洋博は海を拓く」，青い海１２，１９７２，１８２２頁。
９４）前掲８４）参照。
９５）沖縄経済振興懇談会編『第５回　沖縄経済振興懇談会議事録』，
沖縄経済振興懇談会，１９７０。
９６）前掲８４）参照。
９７）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局編『沖縄国際海洋博覧会の概
要』，沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局，１９７３。
９８）渡久地政夫「バカンス時代の到来」，青い海８４，１９７９，１３３１３７
頁。
９９）沖縄県観光開発公社編『海やかりゆし―沖縄館ガイドブック』，
沖縄県観光開発公社，１９７５。
１００）宮城悦二郎「アメリカ人の見た沖縄人―グックから”変な日本
人”へ」，青い海４９，１９７６，９８１０７頁。
１０１）前掲８４）参照。
１０２）沖縄国際海洋博覧会協会アクアポリス事業本部編『沖縄国際海
洋博覧会政府出展・海上施設　アクアポリス運営報告書』，沖縄国
際海洋博覧会協会アクアポリス事業本部，１９７６。
１０３）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局編『沖縄国際海洋博覧会県出
展計画概要（第一次案）』，沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局計画
調整室，１９７３。
１０４）前掲９９）参照。
１０５）沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局計画調整室編『沖縄県国際海
洋博覧会参加　沖縄県出展館―沖縄県出展委員会設立について』，
沖縄県沖縄国際海洋博覧会協力局計画調整室，１９７４。
１０６）前掲９９）参照。
１０７）前掲９９）参照。
１０８）前掲９０）参照。
１０９）前掲８５）参照。
１１０）国吉真永「ルポルタージュ　宴のあと―むらの生活と心を変え
た海洋博」，新沖縄文学３２，１９７６，６９８１頁。
１１１）前掲８４）参照。
１１２）商工労働部観光文化局観光開発課編『観光要覧―昭和６１年度
版』，沖縄県，１９８７。
１１３）渡久地政夫『どうする沖縄観光』，沖縄観光特信社，１９７６。
１１４）前掲１１２）参照。
１１５）「変身するムーンビーチ―沖縄観光のパイオニア的存在」，オキ
ナワグラフ１８６，１９７５，７８７９頁。
１１６）島取部邦夫「定着した沖縄観光」，琉球新報にみる情報と資料
２６，１９７８，３８５３頁。
１１７）前掲１）参照。
１１８）五井野孝編『沖縄・離島情報《別冊》　沖縄復帰十周年後の課
題』，創栄出版，１９８２。
１１９）商工労働部観光リゾート局観光企画課編『観光要覧―平成１４
年版』，沖縄県，２００３。
１２０）沖縄県労働商工部観光振興局編『沖縄県観光開発基本計画』，
沖縄県，１９７６。
１２１）前掲１１３）所収。
１２２）前掲７５）（１）参照。
１２３）前掲６３）（２）参照。
１２４）前掲８７）参照。
１２５）亀島靖・沖縄県観光事業協同組合『琉球むらものがたり』，多
幸山株式会社琉球村，２００２。
１２６）前掲７５）（１）参照。
１２７）屋良朝苗『首里城跡戦災文化財復元に関する要請書』，首里城
跡戦災文化財復元期成会，１９７３。
１２８）前掲８７）参照。
受付日　２０１０年１０月７日
受理日　２０１０年１１月１１日
 	


